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認定登録団体代表者会議

【 彩球の3本柱 】

★アトリエ 彩球を拠点に活動する

★つながりを作り、活動する

★アーティスト活動をする 

2025年度の彩球スローガン
【自由な心 生きる喜び】

皆さん、それぞれが自由に生き生きと喜びを
感じながら活動できる1年にしましょう

 

出会いに感謝。いてくれてありがとう♪



【活動紹介】
１.定期的に集う

①毎月1回ハイブリッド定例会

設立：2011年12月
会員数：48名（うち休会12名）
場所：アトリエ彩球（さいたま市中央区）

今年度は、新規会員3名の仲間が増えました。

5月総会
6月、8月はオンライン開催

＊基本的にアトリエ彩球で開催しているが、
人数が多い時は、
スタジオ 千ひろばや公共施設の集会所を借りている



• ②毎月1回対面勉強会

4月“かな文字アー
ト”（村井）

5月・・・お休み

6月立体“昇り龍”
（金子）

7月①“２人で描く
線と色の抽象画”

（島根）

7月②“コルクシー
トで作る珊瑚礁”
（8月分）（雪井）

9月“重なる不思議
な世界”（金子）

10月プチ立体“光
の塔”（金子）

11月“巨樹を描く”
（午前にアート遠
足）（守屋）

12月“絵馬屏風”
（北村）

1月“鬼の顔のレ
リーフ”（村井）

2月“桜を描く”（北
村）

3月お休み（作品
展準備）

実施後、報告書と共にアルバムを
サークルスクエアに記録する。
参加出来なかったメンバーも共有。



③毎月1回オンライン勉強会

4月お休み

5月子どもの現場
対象プログラムを
考える（金子）

6月“スタンピング
で描く紫陽花”（守

屋）

7月お休み 8月“ピンボールボ
トル”（内藤）

9月“つながるわご
むのわ”（永島）

10月お休み

11月“巨樹を描く”
（守屋）

12月お休み

1月“幸せを呼ぶ
福来郎”（守屋）

2月“摩天楼の光”
（守屋）

3月“夜桜”試作
（池浦・島根）

実施後、報告書と共にアルバムを
サークルスクエアに記録する。
参加出来なかったメンバーも共有
。



２．臨床美術の現場
（複数の彩球メンバーが関わる主なもの）

・私たちの原点である「アトリエ彩球アート塾」は12年
目となりました。

ゴッホクラス/一般大人

ガウディクラス/小中高生

クレークラス/幼児親子

マンツーマン

など様々なスタイルで臨床美術を提供しています。

今年度は、夏休みの期間は
通常クラスと異なり、

クラスの枠を越えて
夏休みスペシャルを開催。

・ご都合の良い時間
・クラス
・内容
を選んで参加できる、単発で

外部の方も参加出来るスタイ
ルで実施してみました。



・毎週の活動現場として、ひなどり子ども園課外活動（中浦和）

・療育施設ぶらいと（さいたま新都心）を実施。

・月1回の活動現場として、こまちアート（社会福祉法人子供の町）、就
労移行支援施設てんとう虫（上尾、北本）、ベネッセスタイルケア王子神
谷保育園正課活動（東京都北区）を実施。

・年に数回の現場として、

せいが保育園子育て支援事業（中央区）

上小小学校（大宮区）、片柳小学校（見沼区）、つばさ小学校（北区）、
城北小学校（岩槻区）でのチャレンジスクール

みどりのアトリエ（南与野のかっぱの森）

まちかど生き活きプラザ（和光市）を実施しました。

不登校支援の試みとして

３ステップで参加できる形で企画・開催



３．イベント活動

7月サマースクール
＠桜環境センター

①市民活動の中での
つながりから生まれた現場

5月
アートフルゆめまつり＠大宮駅西口
ライブアートパフォーマンス

↓
2026年

5月10日開催
（8月の作品展に展示）

夏休みに企画されている親子講座
“環境”について考えるきっかけ
となるような内容を実施。



②メンバー個人や現場での
活動からつながりから生まれた現場

4月“めぐるフェス”「銅箔レリーフ」
11月“めぐるフェス”「カラフルマグネットきのこ」
（親子三世代が楽しめるイベント）

10月子どもゆめ未来フェスティバル
2月支援学校のおやじの会交流イベント
「線と色の巡り合い」

3月上尾彩の子ネットワーク紹介“UR団地交流イベント”
「空中回路」

11月桜エコフェスタ＠桜環境センター



③協会からの依頼で活動している現場
心の復興支援事業（2016年度〜）

6月幸手権現堂の紫陽花＆“スタンピングで描く紫陽花”

11月大宮盆栽美術館＆“巨樹を描く”

1月狭山智光山公園＆“幸せを呼ぶ福来郎”



４．作品展
◎団体の作品展として
第１６回作品展 3月23日～29日＠さいたま市民ギャラリー
アート塾はじめ彩球メンバーが関わる現場施設の作品
会期中は交代で当番を担当し、ミニアートワーク（空中回路）を実施。 
（会期中の来場者数 約 250名）＊彩球作品展は毎年開催しています。

○2026年度“会員の作品展”としての予定
・第5回わくわく！アート作品展（4/18,19)＠さいたま市見沼区
・誰もがみんなアーティスト作品展（4/18〜22）＠幸手市
・臨床美術第2回グループ展（4/24〜5/30金土のみ）＠東京都練馬区
・みどり園作品展（5/1〜24）＠さいたま市見沼区
・川口市東川口でいきいきアート臨床美術作品展（5/27〜31）＠川口市
・い〜なアート作品展（7/24～7/29）＠伊奈町内宿
・水をテーマにした作品展（8/7〜12）＠伊奈町内宿
・誰もがみんなアーティスト展（10/2～10/6）＠長野県信濃追分

 



臨床美術 彩球（さいたま）のこれから・・・

アートと共に生きる

【今後の展望・活動】

・新たな現場・これまでの現場を1人で抱え込まず、 持続可能な現場にしていく為に複数で担当し、連携しながら
一人ひとりの良さを最大限に発揮できるような環境を整えていきたい。

・Instagram、FacebookのSNSでも発信しながら記録としても残していく。
・サークルスクエアをより活用し、プログラムの工夫などの情報もよりオープンにして共有していく。
・現場以外での交流の場（アート遠足など）を増やしていく。（感性を磨く・交流）

【課題】

・それぞれの現場が増え、忙しくしている中、無駄なおしゃべりの時間が減っている。（コミュニケーションの強化）
・1人で抱え込まない。（発信と傾聴 → 受け止める）


